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ホソ ドロムシ科の採集法

後 a 光 男

ホソ ドロムシ科( E l m i da e) の甲虫は従来 ドロムシ科の 一亜科として取扱われていたが,
現在ではホソドロムシ科とされており, その幼虫・ 成虫とも一生を水の申ですごし水辺や水中

の石下 とか水底の泥の中に接息している。 現在這に邦産種として知られているのは約3 0種で
あって,ぞ 殆;t どが1957 年以降の発表で近年急激にこの科の記載が增 えたのは, 従来の採集

が灯火に飛来したものや偶然の機会に得られただけのものが, その後ホソドロムシ科独自の採

集法の進歩が あり , 合理的に且多量採集する方法が判ったためである。

この科については野村 鎮氏のチ;'-ツクリストがあり, 又甲虫類の中11:_あっても開拓される
余地が充分あるのにか、わらず --般にあまり興味 をひかないのは残念と思はれるので, ここに筆

者が現在行っている山間部の漢流 を主とした採集法についてのべて見たい。

この採集法によるとホソドロムシ科甲虫の外にドロムシ . チ. ビドロムシ . ゲンゴロー . ガム

シ . ハネカクシ . ゴミムシ等の甲虫類やナペプタムシの幼成虫 . トンポ・ ・・ カワグラの幼虫等も

出来るので, 各地においてこの方法を試み られホソト' ロムシ科の邦産フアウナー力,,_より一
層明確になるのを期待するものである。

0 採集の用 ………・ ホソ ドロムi・科を:専門に採集するのでなければ, 採集に出掛け た

際lこ水辺や水中の石下や材木の に止つ ているのを見付ければよい訳だが, 僅かの種類と個

体数しか採れないので専門に採集するとなると採集用具の準備が必要である。 ・

1. ・ フルイ ( トウシ .裏ごし器 ) 1 00~60 0円 ・

用 F に売っている水接網で代用してもよいが,  捕みi ;早いので, やはりフルイ
が解llである。 これは金物店や荒物店で売つてい l2)で入手は容易であるが, 鉄金細製の
ものはさびるので真 聞 のものが望ましい。 組目も1 Mメッシュ以下でないと網目か
ら虫が抜けるので, メツシコーは出来るだけ細かいのにすべきである。
フルィは大1きい程採集の範囲が広くて便利であるがあまり大きくては施 びにも不便であ
り, 又永深との関係もあって持て余す場合があり, あまり小さくても範囲がうん とせばめ
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られるので, フルイの直径は小で2 0報. 大で5 0観が適当である。 フルイの深さも5 on
以下のものであると細目が非常に細かいので水が逆流し, せつかく網tこかtったホツドロ
ムシも外に流されるので1 0一ま欲しいものである。

2. 三又熊手 90~130円
園芸用のもので結構で無くてもあり合せの竹切れや校等で代用したり素手でもよいが,
竹枝では労力 がい り効果 も薄く., 素手では指先を痛めるのでこれは是非持ちたいものであ
るo

3.  ビンセツト 70~100円
の

言通のや先尖ピンセットでも構はないが にか、った水i需れ ホソドロムシは仲々 捕

えにくいので. 切手商や百貨店の切手売場で売っている切手整理用の先広なピンセットが
使用 に便If 19 である。

4.  殺 虫 管

底に殺虫剤を入れるのは当然であるが更に脱脂綿を細長く千切って入れておく と便利で
ある。 1 本よりも2 . 3本は用意して場所別に入れる方があとで調べる時に便利である.

5.  この外幼虫管を持参した方がよく, ホソドロムシの生品やャゴ等を生かして持帰るのに

便利である。 採集 の方法によ ま地下足袋 かワラ:章履 を必要 とするが, これは強い て持参

するには及ばない。

0  探集の時季………・この科の甲虫は一年を通じて採集が可能であるが, 11 月から

3 月這iま虫自体越冬のため泥中深 くもく'るのと, さびしい寒さに長時間冷たい水中に入ったり,
年を入れたりすることは到底不可能なので, この期間は避けた方がよく ( 水面が凍り雪が降っ

ていても水底の石下や泥中では採集することが出来る) . 4 月からはだんだんと気温も水温 も
上昇するので採集が容易になり9 月末迄続けることができる。 7 ・8月は採集iこ一番適してい
て. 特にi島水期になる8 月の上中旬は川水も減じ流水も狭まるので, 虫自体の行動範囲が制限

ll;、
され, 1 ケ所に多くの種類 と個体が集まるので目 すこ.とのできない時季である。 し直し4 月

~9 月間でも時々 相当の雨量を見る日があって. その一日二日あとは水かさも急に增して平常
ならばJ順であるところに水が流れていたりする。 初め ての採集地であるとこの事実が判らな

い力、 ら失敗することもあるので, 雨降りの後での採集には場所の選択に充分の注意が必要であ
るo .

0  探集の場所と方法 ………・ この甲虫の糖息場所が水辺や水底の石下・ 泥中であるの

で, 河川. 池 . 沼 湿地 . 田畑の構等水があるところであれば見ることができるが, 平野部の

これらの場所は 悪水の流れ込みで期待がもてず, 採集となるとやはりl」確か山間部に限
られるようである. しかしこの科の 甲虫はよく灯火に飛来するので平野部でも橋上の照明下と

か. 川に近い のfL ・ 池沼時や水に近い民家の とかは見逃せない採集場所である。 山

間での河川は殆んどt;e流 となってるところが多く, この漢流も下流や本流との合流点になると
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川巾も広くて水量 も多いから採集には中流より上が適している。 中流から上になると滝のよ う

に大きく落込んでいたり,. そこから瀬になって小さい落込みがあり, 又瀬が続いて淵になった
り, 上流に行くにしたがって変化がある. これらの漢流・、はいくつかの左右から大きな谷や小
さい谷から支流が流れ込んでいる。漢流でのホソドロムシ採集の要は流れの下手にフルイを沈

めその1 米程上手を三又熊手で川底の石を起したり, 石と共に石下の泥をかき理すのである.
こ. うすることによって石下にへばり付い ていたホソドロムシは水の勢で石から離され, 泥中の
ホソドロムシは泥土がかき起されるので浮t上り流れにのってフルイに流れ込むのである。 水
の流れも相当強いので. 7ルイの綱目が大きいt虫が網目より抜けてしまい.. 網目の細かいも
のでもフルイの間近でのかき起しでは水流が弱い場合は別だが, 早い 流れだと水が逆流して虫
が飛び出してしまう. むしろ がある程効果がありホソドロムシの一部は水面に浮び流され

るが,. 殆んどのものは水中に浮んで流される. .フルイを入れる場所も川中でも川岸でも瀬の終
りが面自く, 次いで小さい落通?である. 小さい瀬なら瀬の終りにフルイを固定し瀬の始まり

をかき起すれば充分に効果が現はれる。 落口であると落日にフルイを受け てその上手の溜りを
ひきかき想すのである. 左手でフルイを持ち右手で三又熊手を使うとなると精々 その行動範囲
は1 ~1 .5 mにしかならないが, これだと水に入らず岸辺で充分採集できる. 水に入った場合

はこの外に流れを下手tこしてフルイを水中につけ川に腹ばいの形になると足が使える。 これだ
と地下足袋かワラ草履が必要になってくるがその行動範囲は2 借以上になり , フルイを支えに

するので相当上手迄足力 ばせるので手当 り次第足先で石を起し川底をかき理してホ.y ドロム
シをフルイに流し込むことができる. 熊手でひき起したり足けりしたりすると川水は泥や砂で.
濁るが, 水流のためすく'に置んでくるので水が種みきれば一回の採集が終りとなる.
このような方法によると場所にもよるが1 回の採集で少くとも5 0頭前後の0 r dob r ev i a ,
Paramac r on yc hu s , Za i tzev ia ,・ 0pt i ose r vus , S t ene1mj s●
:Pseudamoph i 1us・ Gr ouve11 i nus 属に属するホソト' ロムシを採ることができ田畑

の構もこの方法でする。 Dr yopomorphu8 属のホソ ドロムシは漢流でも非常に巾の狭い構

のような所とか,. 岩の間から水が しみ出て下に水が:程「っているところの赤土中にいるので, 溝

ならば下手にフルイを受けて上手から赤:tを水中に崩しながら泥と共に流し込めばよく, 溜水
の場所なら水底の泥:tや周りの をフルイに入れて水中で演せば見付けることができる。 し

かしこのような場所では務に落ちこんだ材木の切片や杉丸太をひっくり返した方が面自く, 木

材裏と水底とが接する部分によ く着い ていて , 落込んだスギ . ヒノキの枯枝も せない採集

場所である。 Neor i ohe1mi s  属のホソト'P ムシは水中の石下 よりむしろ岸辺の石下とか

水に る離草iこいる方が多く, この場合だと岸辺に近くフルイを固定し上手0岸辺を水中に崩
して行くと面白い. この場合にはドロムシ科(Dr yop idae) の 1momorphus属・も.共
に採集することができる。

湿地の場合は酒水の場所での採集法 を使い, 池沼の水辺 でもこの方法が使えるが, 水深のあ
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る池 .沼では有合せの構切等で水底をかき要国して浮き上らせばよいと思う。
以上が漢流を主としたホソドロムシ科甲虫の採能であるが・ 実際にフルイを使って見なく
ては伸々 合点が行かず採集の度が重なれば種類の接息場所も判;つ てくるものである。
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『1jJ  正,a 前号( 通巻第9 号) の者号をVOL. V, NO 4 に言]'正いたします・

● * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * ● * * * * * * * * * * * * ◆ * * * * ●

* ◆

* 昆!ll学 購第 ' 3卷の会量を御納入下さい *

* *

* 昆虫学評論第1 2者第2号 方の会費は会費切れとなりましたので, 通くと '

' ' - も7 月31 日・這に当会事務所宛第1 3巻分40 0円の御納入をお願いします,
*

* * * * * * * * 0 * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * ● ● ● * ・ ・' : : -  ・ '
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月 例 会 (於 大阪市立自然科学博物館)

第9 S回例会 昭和3 6 年1 月2 1 日

出席者 :  藤田国雄 . 後藤光男・ 林 屋夫 ・ 日浦 勇 . 生谷義一・ 河野 洋. 中川宗次郎

大倉正文・ 佐藤 納 . 芝田太一

第S ・回例会 昭和3 6年2月2 5 日

出席者 : 林 屋夫'・ 河野 洋・ 村」i富与意・-中川宗次郎・・ 中川 藤 . 大:i t正文・
芝 一

'

第S 6回例会 昭和3 6年3月1 8 日

出席者 :   藤田国雄 .後藤光雄 . 浜 裕夫 . 林
.
屋夫・ 林 用彦・ _ 義一 . 伊藤速夫 .

木村 裕 . 村上富 'i志・中川 藤 .

林 置夫.: 日本産の トラカミキリについて (:L)
第S 6 回例会 昭和3 6年4 月1 5 日

出席者 :  藤田国雄 . 林 屋夫 - 今中 宏 - 河野 洋 . 村上9与志 . 中川宗次郎。

中川 護・大:倉正文 . :塚口茂彦
林 屋夫 : 日本産のトラカミキ!lにつ?,、て (2 )

用真, 文献などのお世廳をいたしておりますo
. 通巻第7 号でお知らせしました志資昆虫普及社製品のあっせんその他は多大の好評を博し,
多くの方々 の御利用を事Stき感謝しておりますが, 今般物価値上りの折志賀昆虫普及社の製品も

定価が改訂 されましたので, 新価格をお知らせすると共に一属の御利用をお願いいたします。

◎ 志資 普及社製品

これは会員の方で京阪神の地域にお住いの方を対照としていますので, 現金引換えで御自身

で引取りに来て下さる方に限ります。本会の例会( 第3土 日 ) の数日前迄に当会事務所まで

お申越下されば例会の席上( 大阪市立自然 館 ) でお渡し出来るよう取計 らいます。 又

すく-に必要とされる方は会員芝田太一氏宅 ( 大阪市東区淡田 4 T目6 8  電話 :23局8750
にお越しTさい。

イン国一型標本描 大型 36x 27 a ( 製 . 厚,ルク ,?一紙品 ) 1 箱●450円
″ 小型 31.5x22a( ″ ) 1箱 *300円

構常用 本 箱 (ポケット型)17x10l:n ( 製 ) 1 箱 85 円

シ ガ !li f t ( ステyレス製 )無頭1 .2 ..3各号 1 00本 1包 * 70円
吸 .皮 書 ( コ'ム管付) -重式
t i' ン セ ツ ト 先 , ステンレス集 .

ル ー べ 金属表形操出(二枚レンズ) 正1 0倍
( ● 印は本年末までの暫定価格です )
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0 ' 6 周年配念日本手技

日本昆虫学会大会の席上で大好評を博しま-した. あと僅か残っています. 1 本10 0円(送;Ill)
◎ -ラ ベ ル 類 - -

属名および種名用 ( 上質自色厚紙, 一面1 0 ,j、間.) 1 組( 属・ 種各1 枚 ) につき4 円

切手代用でも構いませんが別に送料 を力11算願います. 送料は2 0組までで1 0円です。
同  定 用 ( 同 一名一年期 )
採集地名用A ( 年号 . 採集者名のみ ) .
同 B ( 採集地名。府県又はlヨ主l名 . 年号 . 採集者名、)
上記3種は共に本邦最小4.5.・ポイント活字使用又は6 ポイント活字経版・ 上質自色厚
紙1. 一面1 0片. 1 0 0 0枚t 即-t_,1.万頭分) を御希望の方にお世話しています.
出来上 り見本 . 送料込価格等後藤 下さい。

0 民虫学評 ツクナンパー

初期の会報に欠号を生じてきましたが, 追々 その後の巻号も欠号が增えてきますので, 早

い目に御購入をお願いします.
第1 巻~第.4 巻摘い( 但し第2巻第1 号および第2 号は欠号) 3 0 0円

第5巻~第9巻 番巻につき 4 0 0円
第1 0巻~第1 1 巻 各巻につき 5 0 0円

第1 巻~第1 0者総目録 5 0円

第1 卷~第11 巻摘い ( 内第2巻第1 号. 第2 号欠. 総目録付) 3, 3 0 0円

* * * * ◆ * * 新入会●を御紹介下さい * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

* *

* *

* *

* 日本甲虫学会と会名 もかわり昆虫学まf論も1 巻分2 冊の発行を順調につづけて *

: います。すでに第1 3 巻第1 号の編i輯に入りました。 会員が1 人でも多く増えま :
: すと, それだけより頁数の多いより内容の充実した昆虫学評論をお手許l・こ届ける :
* ことができますから, お知合いでまだ入会されていない方を御存知でしたら・ こ *

* *
● の際是 入会されるようお誘い下さい。 *

◆ l●l
* ◆

* * * * * * * * * * * * :l●l * * * * * * * 0 * * * ◆- * * * * * * ◆ * * * * * * * . * i *
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